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目的

困難な分離において、従来の HPLC粒子径カラ

ムに対し 2.5 µm XP カラムでの分離改善を実証
すること

背景

粒子径の小さいカラムに分析法を移管すること

で迅速な分析が行えることは広く認められてい

ます。分析法を粒子径の小さいカラムにそのま

ま移管すると、おそらく分離も向上します。し

かしながら、粒子径が小さくなると、カラム

の背圧は高くなります。粒子径 2 µm以下のカ

ラムの使用には UPLCシステムが必要ですが、

HPLC分析法の2.5 µm eX tended P erformance（XP）
カラムへの移管では、分離における大きな利点

を HPLCでも実現できます。これは複雑な混合

物の分離に対して特に有益で、小さい粒子径の

カラムを用いることで得られる高い分離能によ

り、カラムや分析時間を長くすることなく不純

物やターゲット化合物の同定を可能にします。

eXtended Performance（XP）カラムを用いて類縁物質
の分離能を向上

図1　USP類縁物質混合物中のabacavir成分

abacavirの類縁物質混合物を用いて 2.5 µm XP カラムによる分離向上の例を示し
ました。abacavirは抗 HIV治療に用いるヌクレオシド逆転写酵素阻害薬です。類縁

物質の混合物には、主要成分 abacavir（ここではグルタル酸エステルとして表記）

を含む 5種類の成分が含まれています（図 1）。abacavirとそのトランス異性体と

の分離は特に困難です。ここでは、粒子径 3.5 µmのカラムと高効率の 2.5 µm XP
カラムを比較して、Abacavirと類縁物質との分離を全体的に向上できることを実

証しました。

Abacavir glutarateDescyclopropyl abacavir Abacavir trans isomer

o- Pyrimidine derivative abacavir t-Butyl derivative abacavir 



ソリューション

HPLCでの詳細に渡る分析法開発を最小限に抑えて類縁物質を適切に分離するには、高い分離能をもつ高効

率のカラムを使用する必要があります。XP カラムは UPLCカラムハードウェアに 2.5 µm充塡剤を高圧下で充

塡しています。2.5 µm XP カラムの背圧は HPLCのシステムにおける使用も可能です。

XP カラムを用いた性能向上を示すために、abacavirの類縁物質混合物を 3.5 µm XSelect® CSH™ C18カラムを

用いて分析を行い、同じカラムケミストリー、カラムサイズの 2.5 µm XP カラムで同じ分析法を用いて分析を
行いました。分離の比較を図 2に示しました。
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図 2 abacavir類縁物質の分離。eXtended Performance（XP）カラムを用いた試験性能の向上を実証。A) Descyclopropyl abacavir, B) Abacavir 
glutarate, C) 1R,4R Trans abacavir, D) o-Pyrimidine abacavir, E) t-Butyl abacavir.

この例では、3.5 µmのカラムから 2.5 µm XP カラムに変更しただけで、分離全体のピークキャパシティが 31%

向上、ピーク高さが最大 42％まで向上と顕著な性能改善が見られました。ここでは、近接して溶出する

abacavirとトランス abacavirの分離度が 28%向上しています。この例ではXP カラムを用いることで感度およ
び分離を向上でき、結果として不純物などターゲット化合物の同定および定量をより正確に行える可能性を

示しています。



まとめ

HPLC分析法を 2.5 µm XP カラムに移管することで、分離および感度の向上を達成できます。ここでは abacavir

類縁物質の分析法を用いて、3.5 µmのカラムから 2.5 µm XP カラムに変更することで、分離全体のピークキャ
パシティを 31%向上、ピーク高さは最大 42％まで向上、分離度については 28%の向上が認められました。

XP カラムを用いることで、既存 HPLCシステムで分離性能を最大化し、更なる分析法開発の必要性を減らして、

費用効率の高い資産活用を促進します。
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